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Ⅰ．緒　　　言
　水田転作目標面積が全国で１００万 haに達し，調整
水田や保全管理水田，耕作放棄水田が増加するなか
で，湿害等の問題を抱える転作田にも導入可能な転
作作物として飼料イネが注目され，２０００年以降作付
けの推進が図られている。飼料イネは主としてホー
ルクロップサイレージ（WCS，稲発酵粗飼料）と
して牛の飼料に利用されており，水田で生産可能な
自給飼料作物として飼料自給率の向上に貢献するこ
とが期待されている。加えて，口蹄疫や牛海綿状脳
症の発生により一段と高まった安全・安心を求める
消費者の声に答える国内産飼料としても評価が高
まっている。
　九州では農業部門の粗生産額に占める畜産の割合
が３０％を越えており，WCS生産への取り組みが早期
に開始され，WCS用イネの作付け面積は２００３年で
２０００haを超えている。
　「超多収作物の開発と栽培技術の確立（超多収）」
プロジェクトの中で高アミロース米として育成され
た「ホシユタカ」７）は地上部乾物重が大きいことか
らWCSとしての利用が試みられた。またWCS専
用品種としては，埼玉県で育成された茎葉収量が高
い「くさなみ」，「はまさり」４）がある。さらに新た
な農林水産省のプロジェクト研究「転作作物を中心
とした高品質品種の育成と省力生産技術の開発（転
作作物）」，「食料自給率向上のための２１世紀の土地
利用型農業確立を目指した品種育成と安定生産技術
の総合研究（２１世紀プロ）」が１９９０年代後半から開
始され，WCS専用品種の開発が強化された。この結
果，「クサユタカ」９），「ホシアオバ」３），「クサノホシ」８），
「クサホナミ」６）などの品種が次々と育成されてきて
いる。
　しかし，九州地域でWCS用として広く栽培され
ている民間企業育成の「モーれつ」は多収ではある
が，子実が脱粒しやすく，こぼれた種子が翌年以降
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要　　　　旨
　「ニシアオバ」は暖地に適するホールクロップサイレージ（WCS）用の水稲品種であり，２００４年
９月３０日に「水稲農林３９９号」として命名登録された。本品種は，「北陸１３０号」（後の「オオチカ
ラ」）を母，「SLG９」（後の「ひとはな」）を父とした極大粒系統どうしの交配組合せから系統育
種法によって育成された。「ニシアオバ」は熟期が育成地では「ニシホマレ」とほぼ同じ“中生の
晩”に属する粳種である。長稈穂重型で，耐倒伏性は“中”，止葉の直立程度は“やや立”で草姿，
熟色は良好である。いもち病真性抵抗性遺伝子 Pia，Pik-mを持つと推定され，圃場抵抗性は葉い
もち，穂いもちとも“中”である。白葉枯病抵抗性は“金南風群”に属し，圃場抵抗性は“やや
弱”である。早植え栽培での地上部乾物重や TDN収量は「ニシホマレ」より約１５％多い。この他，
難脱粒性で収穫・調製時のロスが少ない，穂発芽性が“易”で漏生稲の問題が少ない，極大粒で主
食用品種との識別性があるなど，WCS用イネとして優れた特性を備えている。２００４年に飼料作物と
して大分県で奨励品種に採用された。
　キーワード：水稲，多収，ホールクロップサイレージ，稲発酵粗飼料，大粒。
漏生しやすい欠点がある。このため，ホールクロッ
プとしての収量性と難脱粒性などの栽培特性に優れ
たWCS用イネ品種の育成が強く求められていた。
　「ニシアオバ」は当初，中生で子実が多収の大粒
系統として奨励品種決定基本調査等に供試され地域
適応性が検討された。しかし，大粒種としての活用
場面がなかったことから，一旦育成が中断された。
WCS専用品種へのニーズが高まったことから，
２０００年以降改めてWCS用として，その特性が評価
された。この結果，「ニシアオバ」が大分県の早植
え栽培においてすぐれた栽培特性とサイレージ品質
を示すことが認められ，２００４年９月に「水稲農林
３９９号」として命名登録された。ここでは本品種の
来歴，育成経過，特性などについて報告する。
　本品種の報告にあたっては，坂井真稲育種ユニッ
ト長のご指導をいただいた。また，特性検定試験お
よび奨励品種決定基本調査の実施にあたっては，大
分県を始めとする関係各県の試験研究機関から多大
のご協力をいただいた。特に，大分県農業技術セン
ター水田利用部久住試験地におけるWCS用品種選
定試験では大友孝憲氏のご協力をいただいた。サイ
レージの成分分析や給与試験においては草地畜産研
究所および当所旧畜産飼料作研究部のご協力をいた
だいた。さらに，育成地の試験では，後藤勝進，東
定洋，坂本和彦，三池輝幸，大久保吉郎，尋木精一，
中島誠，山口政義，大賀教伸，河原幸成の各技術専
門職員，重点研究支援協力員の富松高治氏，ならび
に旧稲育種研究室の非常勤職員各位には本品種育成
のために圃場管理，調査等で尽力していただいた。
ここに心から厚く感謝する。
Ⅱ．育　成　経　過
１．育種目標および母本の選定
　「ニシアオバ」の系譜を第１図に示した。育成当
初の育種目標は，子実収量に特に優れた超多収品種
の育成であり，籾サイズの拡大によるシンク容量の
増加を目的とした。そこで，極大粒で強稈の極早生
種「北陸１３０号」（後の「オオチカラ」２））を母本とし
て選定し，極大粒の早生種「SLG９」（後の「ひと
はな」）と交配した。
２．選抜の経過
　１９８６年，九州農業試験場において，前述の交配を
行い，８粒の F１種子を得た。ついで同年冬に熱帯農
業研究センター沖縄支所世代促進研究室（現：国際
農林水産業研究センター熱帯島嶼研究拠点）にて F１
を８株養成した。１９８７年に F２世代４４０個体を供試し
て個体選抜を行い，極大粒の５０個体を選抜した。以
後，系統育種法により選抜を行い固定を図った（第
２図）。
　１９９０年（F５世代）から「は系大２９」の系統番号で
生産力検定試験，特性検定試験に供試した。その結
果，子実収量の多収性が認められたので，１９９２年
（F７世代）からは「西海２０４号」の系統名で関係各県
に配付し，奨励品種決定基本調査に供試し，地域適
応性を検討した。しかし，大粒種としての活用場面
がなかったことから，１９９４年からは育成を中断した。
その後WCS用品種のニーズが高まったことから，
本系統が長稈で生育量の大きいことに着目し，２０００
年からWCS用としての育成を再開し，WCS用イネ
品種選定試験および現地実証試験に供試した。２００１
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第１図　ニシアオバの系譜図
年から再度，特性検定試験にも供試した。２００４年の
世代は雑種第１３代である。
Ⅲ．特　　　性
１．一般的特性
　育成地での立毛観察による形態的特性を第１表に
示した。移植時の苗丈は「ニシホマレ」より長い
“長”であり，葉色は「ニシホマレ」並である。稈
の細太は「ニシホマレ」より太い“やや太”，稈の
剛柔は“やや剛”である。穎には短芒が少程度生じ，
ふ先色および穎色は“黄白”であり，脱粒性は
“難”，粒着密度は「ニシホマレ」より密の“やや
密”である。
　育成地における移植栽培および直播栽培による生
産力検定試験での「ニシアオバ」の生育調査成績を
第２表に示した。早植え栽培での出穂期は「ニシホ
マレ」より１～２日早く，成熟期は「ニシホマレ」
より２日遅い。稈長は「ニシホマレ」より１２cm程
度長く，穂数は「ニシホマレ」よりやや少なく，草
型は“穂重型”に属する。止葉の直立程度は「ニシ
ホマレ」と同様に“やや立”で，草姿は良好である。
耐倒伏性は「ニシホマレ」よりやや弱く“中”であ
る。普通期栽培での出穂期は「ニシホマレ」より１
日早く，成熟期は２日遅く，育成地では“中生の
晩”に属する。稈長は「ニシホマレ」より１０cm以
上長く，穂長も「ニシホマレ」より１ cm程度長く，
穂数はやや少ない。直播栽培での出穂期は「ニシホ
マレ」より１日早いが，成熟期は９日遅い。この成
熟期の遅れは倒伏の影響によるものと考えられる。
２．収量性
　「ニシアオバ」の全重（乾物重）は，早植え栽培
では１９０kg／aを超える（第３表）。「ニシホマレ」と
比較すると多肥で１０％，極多肥で１５％重く，明らか
に多収である。普通期栽培における成熟期の全重
（乾物重）は「ニシホマレ」より４％程度重く，や
や多収である。直播栽培における成熟期の全重（乾
物重）は，「ニシホマレ」の９４％と少収であるが，
これは倒伏の影響によるものと考えられる。
　早植え栽培における「ニシアオバ」の籾重（乾物
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第２図　ニシアオバの選抜経過，育成系統図および配付個所数
第１表　「ニシアオバ」の特性観察調査成績
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第２表　「ニシアオバ」の生育調査成績
第３表　「ニシアオバ」の収量調査成績
重）は，「ニシホマレ」より多肥で３％、極多肥で
１６％重く多収である。普通期栽培における成熟期の
籾重（乾物重）は「ニシホマレ」より４％程度重く，
やや多収である。直播栽培における成熟期の籾重
（乾物重）は，「ニシホマレ」の８５％と少収であるが，
全重の場合と同様，倒伏の影響によるものと考えら
れる。「ニシアオバ」の玄米重（風乾重）は，それ
ぞれの栽培条件において籾重とほぼ同様の傾向を示
す（第３表）。
３．飼料特性
　早植え栽培で黄熟期に収穫した「ニシアオバ」の
推定 TDN（可消化養分総量）含量は「ニシホマレ」
並であり，推定 TDN収量は「ニシホマレ」よりも
６～１５％多い（第４表）。九州各地域の現地試験で
栽培された「ニシアオバ」のサイレージの推定
TDN含量は，黄熟期収穫で約５２％で「クサノホシ」
等の他のWCS用イネ品種とほぼ同等である（第５
表）。粗繊維含有率は他の品種に比べ低く，NFE（可
溶性無窒素物）の含有率はやや高い。サイレージの
V － Scoreはフレール型ロールベール体系で９９点，
ロールベール体系やハーベスタ体系で６４～７１点を示
し，発酵品質は“良～可”と判定された（第６表）。
乾乳牛に対する給与試験では，「ニシアオバ」のサ
イレージの乾物摂取量はモーアコンディショナー収
穫，バインダー収穫を問わず７ kg／日・頭以上であ
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第４表　「ニシアオバ」の飼料適性
第５表　現地試験における「ニシアオバ」の栄養価
TDN
TDN
TDN
TDN
り，嗜好性は良好と判断される（第７表）。
４．品質および食味特性
　玄米の形状を第８表に示した。「ニシアオバ」は
「ニシホマレ」に比べ粒長が明らかに長く，粒形は
“やや細長”，粒大は“極大”である。玄米の粒厚調
査成績を第９表に示した。粒厚が２．２mm以上の玄
米の比率が３３．６％を占め，「ニシホマレ」より厚い
粒が多い。玄米の品質調査成績を第１０表に示した。
玄米千粒重は移植栽培では３０g程度で，「ニシホマ
レ」より８ g程度重い。移植栽培では腹白，心白，
乳白の発生が多く，外観品質は「ニシホマレ」より
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第６表　「ニシアオバ」のサイレージの発酵品質
第７表　「ニシアオバ」のサイレージの嗜好性
明らかに劣り，“下の上”である。
　食味の総合評価は「日本晴」より劣り“中の中”
であり（第１１表），主食用には適さない。
５．病害・障害抵抗性
　１）いもち病抵抗性
　いもち病８菌系に対する反応からみて，「ニシア
オバ」はいもち病真性抵抗性遺伝子 Piaと Pik －m
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第８表　「ニシアオバ」の玄米の形状
第９表　「ニシアオバ」と比較品種の粒厚分布
第１０表　「ニシアオバ」の品質調査成績
を持つと判断される（第１２表）。Pik －mに病原性を
持ついもち病菌を接種して検定した葉いもち圃場抵
抗性は，「ツユアケ」よりやや強い“中”である
（第１３表）。穂いもちに対する圃場抵抗性は「ツユア
ケ」より強く“中”であるとみられる（第１４表）。
　２）白葉枯病抵抗性
　「ニシアオバ」の白葉枯病抵抗性品種群は，系譜
およびＩ群菌に対する反応から，金南風群に属する
と推定される（データ略）。「ニシアオバ」の白葉枯
病圃場抵抗性は，「ミナミニシキ」並の“やや弱”
である（第１５表）。
　３）縞葉枯病抵抗性
　「ニシアオバ」はその系譜から縞葉枯病抵抗性を
保有しないと推測される。自然発病による特性検定
では発病が少ないため，判定が困難な試験例もある
が，DNAマーカーによる検定からは縞葉枯病抵抗性
遺伝子Stvb－ iを保有せず“罹病性”と判定された
（第１６表）。
　４）穂発芽性
　「ニシアオバ」の穂発芽程度は，「ニシホマレ」よ
りやや多い“易”である（第１７表）。
６．採用県（大分県）における成績
　（１）WCS用品種選定試験
　大分県農業技術センター水田利用部久住試験地に
おけるWCS用品種選定試験の生育調査成績を第１８
表に示した。「ニシアオバ」の出穂期は「クサノホ
シ」より１日程度早く「クサホナミ」と同程度，黄
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第１１表　「ニシアオバ」の食味試験成績
第１２表　「ニシアオバ」のいもち病真性抵抗性検定試験成績
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第１３表　「ニシアオバ」の葉いもち圃場抵抗性検定試験成績（育成地）
第１４表　「ニシアオバ」の穂いもち抵抗性検定試験成績
第１５表　「ニシアオバ」の白葉枯病抵抗性検定試験成績
熟期は「クサノホシ」と同程度で「クサホナミ」よ
り１日程度遅い。稈長は「クサノホシ」より２ cm
程度短く「クサホナミ」より５ cm程度長い。穂長
は「クサノホシ」「クサホナミ」と同程度である。
穂数は「クサノホシ」「クサホナミ」より多い。黄
熟期の倒伏程度は「クサノホシ」「クサホナミ」並
である。久住試験地における収量調査成績を第１９表
に示した。黄熟期の乾物重，TDN収量とも「クサノ
ホシ」並で「クサホナミ」より多い。久住試験地に
おけるサイレージの栄養価に関する成績を第２０表に
示した。可溶性無窒素物の割合は「クサノホシ」
「クサホナミ」より多く，粗繊維の割合は「クサノ
ホシ」「クサホナミ」より少ない。
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第１６表　「ニシアオバ」の縞葉枯病抵抗性検定試験成績
第１７表　「ニシアオバ」の穂発芽性検定試験成績
第１８表　「ニシアオバ」の大分県農業技術センター水田利用部久住試験地における生育調査成績
　（２）現地試験
　大分県における湛水土中点播直播栽培による現地
実証試験の生育調査成績を第２１表に示した。「ニシ
アオバ」の苗立率は，標高にかかわらず，「クサユ
タカ」より安定して高かった。倒伏程度は熟期が異
なるため直接の比較はできないが，「クサユタカ」
と同程度かやや大きかった。湛水土中点播直播栽培
による現地実証試験の収量調査成績を第２２表に示し
た。「ニシアオバ」の乾物収量，TDN収量はそれぞ
れ１５０kg／a，７５kg／a前後で，３試験地ともほぼ等し
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第１９表　「ニシアオバ」の大分県農業技術センター水田利用部久住試験地における収量調査成績
第２０表　大分県農業技術センター水田利用部久住試験地における「ニシアオバ」サイレージの栄養価
第２１表　「ニシアオバ」の湛水土中点播直播栽培における生育調査成績（大分県における現地実証試験）
かった。これらの値は低・中標高地では早生の
WCS専用品種の「クサユタカ」と同等であるが，
高標高地では「クサユタカ」に優った。「ニシアオ
バ」の倒伏程度は高標高地では少ないものの，標高
が下がるに従い大きくなる傾向があった。
　（３）サイレージ調製および給与試験
　大分県畜産試験場で小型ロールベーラにより調製
した「ニシアオバ」のサイレージは，糊熟期，黄熟
期収穫のいずれでも貯蔵期間が９０日以内の場合は
VBN ／TNが５％以下であり V － Scoreも１００点と良
好な発酵品質を示した。　黄熟期収穫の「ニシアオ
バ」では貯蔵日数が長くなるとVBN ／TNが上昇し
たが，貯蔵１５０日の時点で６０点以上の V－ Scoreを
維持していた（第２３表）。小型ロールベーラ収穫に
よる穂部の損失は，糊熟期，黄熟期収穫のいずれで
も「ホシユタカ」より低く，「クサユタカ」並かや
や低く，収穫時のロスが少ない特性を有すると判断
された（第２４表）。
　乳牛に対する給与試験では，慣行の飼料に対し乳
量はやや少ないが有意差はなく，乳脂肪率，乳蛋白
質，乳糖率，無脂固形分率では差は見られなかった
（第２５表）。黒毛和種繁殖育成牛による「ニシアオ
バ」サイレージの採食量は１２月齢以上では３～４
kg ／日（乾物）であり，嗜好性は良好であった（第
２６表）。
　（４）黄熟期子実の発芽性
「ニシアオバ」の黄熟期に収穫した種子は，収穫直
後でも「クサノホシ」「ヒノヒカリ」より高い発芽
率を示し，翌春まで貯蔵した種子も「クサノホシ」
「ヒノヒカリ」より短い期間で発芽する傾向を示し
た（第２７表）。このことから，「ニシアオバ」は「ク
サノホシ」より種子の休眠程度が低く，収穫時に圃
場に落ちた種子が翌年漏生する危険性は低いと考え
られる。
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第２２表　湛水土中点播直播栽培における「ニシアオバ」の収量調査成績およびサイレージの栄養価
（大分県における現地実証試験）
第２４表　「ニシアオバ」の小型ロールベーラ収穫による穂
部損失
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第２３表　大分県における「ニシアオバ」のサイレージの発酵品質
第２５表　「ニシアオバ」のサイレージの乳牛に対する給与試験結果
注）大分県畜産試験場，草地・放牧研究部の成績（２００２年）。
　　慣行給与区はトウモロコシサイレージ配合。
Ⅳ．適地および栽培上の注意
１．適地および奨励品種採用県における普及の背
景と採用理由
　「ニシアオバ」は暖地の平坦部から山間部で作付
可能な“中生の晩”熟期であるが，平坦部の肥沃地
帯では耐倒伏性がやや不十分なので，暖地の中山間
地から山間地が適地と考えられる。大分県で飼料作
物として奨励品種に採用され，普及面積はWCS用
として１５０haが見込まれている。九州地域でWCS
用として広く栽培されている「モーれつ」は多収で
はあるが，子実が脱粒しやすく，圃場に落ちた種子
が翌年漏生しやすい点が問題になってきている。そ
こで，同県では難脱粒性で収穫・調製時のロスが少
なく，穂発芽性が易のため漏生稲の問題が少ない
「ニシアオバ」を，暖地向きWCS用イネ品種とし
て普及を図ることとしている。「ニシアオバ」はこ
の他に熊本県阿蘇地域等でも普及が進みつつある。
２．栽培上の注意点
　１）WCS用であるため，黄熟期を中心とした適
期収穫に努める。
　２）耐倒伏性は強くないので，極端な多肥栽培は
避ける。
　３）いもち病に対しては真性抵抗性を持ち，現在
の九州地域の優占レースでは，いもち病発生の可能
性は小さい。しかし，圃場抵抗性は強くはないため，
侵害菌の発生動向に注意する。
　４）白葉枯病にはやや弱であるので，常発地帯で
は作付けしない。
　５）千粒重が重いので，播種量は食用品種の３割
増しにする。
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第２６表　「ニシアオバ」のサイレージの肉用牛による採食量
第２７表　「ニシアオバ」の黄熟期収穫子実の発芽性
Ⅴ．命名の由来
　「ニシアオバ」は，九州（ニシ）に普及するWCS
用イネ（アオバ）品種をイメージして命名された。
Ⅵ．考　　　察
１．育種目標の達成率
　「ニシアオバ」は，極大粒の多収品種の育成を目
標として，「北陸１３０号」（後の「オオチカラ」）と
「SLG９」（後の「ひとはな」）　の組合せから育成
された品種である。雑種初期世代から多収性の選抜
に重点を置き，毎世代，中～晩生の熟期で多収性の
個体や系統の選抜に心がけた。その過程で，両親の
大粒性を継代し籾容量の大きい個体，系統を選抜す
るとともに，登熟を確保するため，長稈で生育量の
大きく，かつ直立型の良好な草姿の選抜に配慮した。
この結果，早植え栽培の極多肥条件で地上部乾物重
が２ t ／１０a，TDN収量が１．１t ／１０aに近いWCS用品
種を選抜することができた。
　「ニシアオバ」の両親は共に脱粒性“難”で，し
かも「北陸１３０号」の穂発芽性が“極易”であった
ため，「ニシアオバ」は脱粒性“難”，穂発芽性
“易”の特性を有することになった。WCS用イネを
栽培した圃場で翌年に主食用品種を栽培する際には，
前年に圃場にこぼれた種子からの漏生稲の発生が問
題となるが，ニシアオバは脱粒による脱落種子量が
少ないことに加え，脱落種子も休眠性が低いため翌
春までに大部分が発芽し，翌年以降は漏生した稲が
雑草化する危険は少ないと考えられる。
２．今後の改良方向
　「ニシアオバ」は，暖地の中山間地から山間地に
おいて収量性に優れたWCS用品種として期待され
る。しかし，平坦地での普通期あるいは晩期栽培で
は全重（乾物重）が一般主食用品種並であるため，
これらの作期での収量性に関しては改良の余地があ
る。また，「ニシアオバ」はWCS用品種としては
多収性に加えて主食用品種との識別性や難脱粒性，
翌年漏生しにくい点など優点を備えているが，耐倒
伏性やいもち病圃場抵抗性，白葉枯病抵抗性は不十
分である。特に耐倒伏性については，平坦地の多肥
栽培では２００４年のような台風の上陸が多い年には全
面倒伏の危険性があり，重点的に改良する必要があ
る。さらに，低コスト生産を考えたときには，直播
でも栽培可能な耐倒伏性を備えた品種の育成が望ま
れる。
Ⅶ．摘　　　要
　１．「ニシアオバ」は，極大粒の「北陸１３０号」
（後の「オオチカラ」）と極大粒の「SLG９」（後の
「ひとはな」）の組合せから育成された水稲粳品種で，
２００４年９月３０日に「水稲農林３９９号」として命名登
録された。
　２．「ニシアオバ」は「ニシホマレ」とほぼ同じ
熟期で育成地では“中生の晩”に属し，草型は“穂
重型”，稈長は“長”，耐倒伏性は“中”であり，止
葉の直立程度は“やや立”で草姿熟色は良好である。
脱粒性は“難”である。いもち病抵抗性遺伝子 Pia
と Pik －mを持つと推定され，圃場抵抗性は葉いも
ち，穂いもちとも“中”である。白葉枯病抵抗性は
金南風群に属し，圃場抵抗性は“やや弱”である。
穂発芽性は“易”である。全重（乾物重）は普通期
栽培では「ニシホマレ」と同程度であるが，早植え
栽培の黄熟期収穫では「ニシホマレ」より１５％程度
重い。推定 TDN含量は「ニシホマレ」並であり，
推定 TDN収量は「ニシホマレ」より約１５％多い。
玄米の粒大は“極大”で，外観品質は“下の上”で
ある。食味の総合評価は“中の中”で，主食用には
適さない。
　３．耐倒伏性がやや不十分なので，栽培適地は暖
地の中山間地から山間地と考えられる。
　４．栽培上の注意点は，耐倒伏性が強くないので
極端な多窒素栽培は避けること，白葉枯病抵抗性が
不十分なので，常発地帯では作付しないこと，千粒
重が重いので，播種量を多めにすることなどである。
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写真１　ニシアオバ（左）と
　　　　ニシホマレ（右）の株
写真２　ニシアオバ（左）とニシホマレ（右）
の籾・玄米
写真３　ニシアオバの立毛草姿（育成地）
九州沖縄農業研究センター報告　第４８号（２００７）48
A New Rice Variety for Whole-Crop Silage, “Nishiaoba”
Summary
　"Nishiaoba," a new rice cultivar for whole-crop silage（WCS）, was developed at the National 
Agricultural Research Center for Kyushu Okinawa Region. It was registered as Norin ３９９ by the 
Ministry of Agriculture, Forestry and Fisheries（MAFF）in ２００４. Nishiaoba is a lowland rice 
cultivar that is adaptable to the early planting culture in Kyushu region. This cultivar was 
selected from the progenies of the cross between Hokuriku １３０（Oochikara）and SLG ９
（Hitohana）. The main characteristics of Nishiaoba are as follows.
　The maturity is almost the same as that of Nishihomare and is classified as medium maturing in 
the Kyushu region. Compared to Nishihomare, Nishiaoba has a longer culm and slightly fewer 
panicles. Its lodging resistance is inferior to that of Nishihomare. It has true resistant genes to 
blast, Pia and Pik-m, and the field resistance to blast is classified as moderate. With regard to 
bacterial leaf blight, Nishiaoba belongs to the group of Kinmaze and its field resistance is classified 
as moderately susceptible.
　Nishiaoba possesses superior dry matter productivity, and its whole-crop yield is about １５% 
higher than that of Nishihomare under the early planting culture. The total digestible nutrients 
（TDN）yield per unit area of Nishiaoba is also about １５% higher than that of Nishihomare. 
 Nishiaoba is clearly distinguishable from rice varieties for food after the heading stage from its 
stature and large grain. Nishiaoba loses fewer grains during harvest compared to easy shattering 
varieties such as Mohretsu. The risk of shattered seed contaminating the next season crop is 
considered to be low due to its weak dormancy of seed.  These characteristics are considered to be 
favorable for whole-crop silage use. Nishiaoba was adopted as the recommended variety for fodder 
crop in Oita prefecture in ２００４.
Key words: Rice, Cultivar, High yield, Whole-crop silage, Large grain.
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